




































要約

　リサーチクエスチョン「望まない妊娠の実態およびこれを防止するための具体策とはど

のようなものか」に基づき、「望まない妊娠(unwanted pregnancy)」への対処行動を決定

する過程に働く「当事者の論理」とそれを構成する様々な要因を考察すべく、避妊や中絶

体験に関するアンケート調査を行った。今回の調査は若年層ではなく、成人女性を対象と

している。811 名から得られた回答を分析した結果、膣外射精や基礎体温法、オギノ式な

どの不確実な「避妊」が行われており、コンドームについてもその使用頻度や装着の確認

など詳細な使用実態をみても、回答者の避妊行動がかなり不確実であることが明らかにな

った。また「避妊をしていたのに妊娠した」場合の対処行動については、出産と中絶がほ

ぼ同数であり、出産に至った内の半数は「望んで出産」と回答していた。一見矛盾したこ

のような結果については、1966 年「丙午年」における異常な出生率の減少が中絶に依存

するものではなかった事実と併せて考慮した場合、女性たち(あるいはカップル)の避妊行

動に対する動機づけの強さこそを見直す必要を示唆するものと考える。また、望まない妊

娠に関する従来の研究においては、避妊の選択肢を増やすことや、避妊に対する正しい知

識を普及させることに重点が置かれてきたが、「予防」ということだけではなく、なぜそ

れが「望まない」とされるのかに注目した場合、「出産」という選択肢が支持されない女

性の現状というものについては言及されてこなかった。本論では、性と生殖の問題を医療

や教育の視点からだけではなく、経済的・政治的・社会的視点も含めた総合的な女性の生

活支援策と関連づけながら検討していくことにより、女性のリプロダクティヴ・ヘルスを

考えることの重要性について議論する。


